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「ＪＰ１０００・合格数チェック」 ﾆｭｰﾗﾙﾈｯﾄｼｽﾃﾑ㈱ 富士栄

以前メールにてお知らせしました通り、ＪＰ１０００ソフトのＪＰシートに新しく、
合格数をチェックする項目が追加されました。
この項目を使うと、合格数が多い日にサイン（縦バー）を表示させるといったことが
可能となり、今までにくらべ、より売買ポイントが分かりやすくなりました。

今回は、この項目を用いた簡単な手法を解説します。
使用するソフトはＪＰ１０００です。

■合格数検索をする
ＪＰシート日足８０１番から８１１番には、あらかじめ逆張りシートが入っています。
最初の手順として、上記シートに合格した銘柄数をカウントします。ここが重要で、
この作業をしないと、先へは進めません。
合格数が多い日にサインを出させるなら、まず合格数検索です。

以下のように設定します。

ここでセットした内容の意味は、２２５銘柄の内、８０１番から８１１番に合格した銘
柄数を数え保存し、かつそれら全ての合格数を８１２ファイルへ保存するという意味に
なります。
ここで使用する番号、８０１～８１２は、それぞれ保存されるファイル８０１～８１２
に対応しています。

※ＪＰシートと数を保存するファイルは別物です。合格数がＪＰシートの８１２番へ書
き込まれるわけではありません。
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■合格数を表示させる
チャートから合格数を表示させます。まず、日経平均日足チャートを表示。
「機能」－「ＪＰ分析シート合格数」－「合格数表示」をクリックし８１２番を表示

以下のように表示されます。

今までは、この画面で合格数が多い日を目でみて判断していました。

今回追加したシートの項目を使うことによって、チャート上にサイン（縦線）を表示さ
せることが可能になりました。
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■使用するシート
このシートを使います。例．７００番を使用。
ＪＰシート番号に「８１２」
ＪＰシート合格個数以上に「５」
と入力します。

サインが表示されるか、チェックしてみましょう。

■チェック
「条件」－「チェック」、上記のシート番号、７００番を入力します。

合格数が５銘柄以上の日にサインが表示されました。
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次に日経平均の買いサインと組み合わせて使ってみます。

■シートの組み合わせ
４１３番はあらかじめ日経平均の買いサインが入っています。
内容：日経平均買いサイン－１３－図解ＪＰ法（６７） ２００５年０２月会報

この４１３番シートのみをチェックした場合は以下の表示となります。

条件－チェックから４１３番を最初、最後のシートとして

このように表示されます。
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続けて、４１３番と「８１２番の合格数が５銘柄以上」という組み合わせたシートを作
成します。

それは以下のシートとなります。 例．４１３番を４２０番へ保存

４１３番の内容

合格数を付加した。

このシート、４２０番をチェックしてみましょう。

このように表示されると思います。
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■検証
それでは、この組み合わせたシート、４２０番でサインが表示されているときのみ、
個別銘柄の検証をした場合、どうなるのでしょうか？以下のように設定します。

個別の条件 大局、日経平均の条件

検証結果

ダメの確率が１割ほどで、「ここぞ」というときの買い場となりました。

このように「ＪＰ１０００」ソフトには、ＪＰ法ソフトのさらに上をいく項目が備わ
っております。ＪＰ法ソフトは期間が「３００」ですが、こちらは月足以外「１０００」
期間データを保有しており、長期にわたるシミュレーションに有効です。
色々と検証をしてみたい方は、下記サイトをご覧頂きご検討下さいませ。
「ＪＰ１０００」解説サイト
http://www.neuralnet.co.jp/user/jp1000/index.html


